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立冬を過ぎても穏やかな天気が続き、ここ

に来て少しずつ朝夕の寒さを感じます。平成 ５(月)～９(金)を読書週間とし、朝の学習

３０年も残す所１ヶ月となりました。３年生 では読書をしました。また、月曜日から学年

は、学級ごとに朝の落ち葉掃きボランティア 順に朗読ボランティア「ひばり」の皆さんの

活動が行われ、放課後 読み聞かせ会がありま

の学習サポートも始ま した。中学校では、年

りました。だんだんと に１回の機会です。ど

卒業期が近づいてきた の学年も真剣にお話に

ことを実感しています。 聞き入っていました。

また、２年生はマイチャレンジが実施され、 全校集会では、図書委員さんが中心となっ

立志スキー学習に向けた準備も始まりまし て読書クイズや多読賞の発表などを行いまし

た。小学６年生の中学校訪問もあり、１年生 た。多読賞の１位は１年３組で２３５冊(１

も先輩になる自覚が少しずつ出てきたようで ０月末現在)でした。さらに委員の皆さんが

す。期末テストや学習強調週間があり、学習 作ったポップの紹介もありました。ところで

に真剣に向き合う姿も数多く見られました。 生徒の皆さんは、毎月の委員会が作成し、ホ

温かい日々のお陰で、 ールに掲示している「図書コーナー」を参考

インフルエンザ等で体 にしていますか。良書にどんどん触れ、豊か

調を崩す生徒も少な な心を育てていきましょう。

く、ほぼ計画通り充実 ご存じの通り、読書量と学力には相関関係

した毎日を過ごすこと があります。忙しい毎日

ができました。 希望者38人の放課後学習会 ですが、ご家庭でも本の

感想を紹介し合うなど、

読書量を増やせるようご

10/29(月)～ 11/６(火)に三者面談を行いま 協力お願いします。

した。ご家庭及び学校での生活や学習・友人

関係等を、三者で話し合い、相互理解し、今

後に向けてより充実した生活を送れるように 13(火)～ 16(金)の期間に、各小学校の６
なることが目的です。さらに、将来の進路や 年生が体験学習を行いました。稲葉、羽生田、

卒業後の計画等も３年生中心に話し合いまし 藤井小は合同で行い、入学前に児童同士の交

た。また、１，２年生は部活動等についても 流もできました。また、１年生との交流授業

話し合ったと聞いています。 や２年生による学校紹介、１年生との交流給

生徒の学校での活動を支えているのは、家 食等も行いました。壬生中の生活の様子を知

庭や地域での生活です。保護者の方と連携し って、安心して入学し

て支援していかなければ、お子様の大きな成 てほしいと思います。

長は望めません。同じような意識を持って、 交流を通し、１年生も

生活や学習・進路の指導をしていきましょ 先輩になる自覚が芽生

う。ご協力よろしくお願いします。 えたようです。

相互理解が深まった三者面談

満喫!!「読書の秋」

小学６年生の中学校体験

～元気・やる気・笑顔の壬生中生～



12(月)～ 16(金)に、２年生が「マイチャ ２(日) ゆうがおマラソン大会

レンジ」を行いました。今年度は５１カ所の ３(月) Ｂ日課 専門委員会

事業所にお世話になり、学校では味わえない ４(火) ３年実力テスト

貴重な貴重な体験をさせていただきました。 ５(水) 学校集会(生徒会選挙､表彰)

生徒は、働くことの ７(金) Ｂ日課 人権講話

大切さを知るととも 10(月) Ａ時間割開始(～ 3/22)
に、実際に活動して仕 11(火) とちぎ英語教育推進中核教員研究授業
事の大変さやりがいも 12(水) Ｂ日課 生徒会役員選挙

感じることができまし 14(金) １年学年集会 ＰＴＡ総務委員会

た。自分の将来を考える上で、大変有意義な 18(火) ２年学年集会
体験となりました。さらに、地域の方との交 19(水) 保健集会
流を通して、信頼されるために熱心に活動す 20(木) ３年学年集会
ること、自分たちが地域の一員であることも 25(火) Ｂ日課 終業式 授業３時間 給食あり

学びました。一緒に作業している方から、「校 26(水)～ 冬季休業

長先生、壬生中生はよ 28(金) 御用納め
く働くね。いい子だね。」

とお褒めの言葉もいた

だきました。 毎年、３年生とその保護者対象に進路説明

お忙しい中、生徒を 会を行っています。進路関係、特に入試等は

快く引く受け、お世話くださった事業所の皆 年々変わっていますので、お知らせします。

様に、心より感謝申し上げます。 私立高校の出願方法が変わりました。ほと

んどの高校がインターネット出願、個人での

出願となり、学校からは調査書の提出のみと

17(土)にＰＴＡレクリエーションが行われ なります。出願漏れがないよう事前の話し合

ました。今回も１２０名を超える多くの保護 いが重要になります。また、県立高校の学科

者の皆様のご参加をいただき、親睦を深める が変わりました。栃木農業高校が学科再編さ

ことができました。飛翔祭での売店・バザー れ、学悠館高校の３部の商業科もなくなりま

のご協力、８０名近い研修 した。これらの変化に対応して進路指導も変

旅行の参加と、本校ＰＴＡ わりますので、ご承知おきください。

の協力体制の素晴らしさを 第４代経団連会長の土光敏夫氏の名言を紹

感じています。なお、ソフ 介します。「人間の能力に大差は無い。やる

トバレーボール大会の優勝は、１年は１組、 べきことが決まったならば、執念を持ってと

２年は６組、３年は５組でした。 ことん推し進めよ。問題は能力の欠如ではな

く執念の欠如である。」紙一重の努力の差が、

結果としては大きな差となって現れることが

７月１１日の落雷で、放送設備や電話・イ あります。自分で決めた目標に向かって地道

ンターホン等が被害を受けました。緊急放送 に努力してください。紙一枚の差が積み重な

のみが使える状態で、チャイムもなく英語の れば大きな差となります。

リスニングテストもＣＤデッキと不便をかけ 将来の夢に向かって強い

ていました。保険が適応され交換となり、従 気持ちをもって頑張って

来通り放送等もできるようになりました。 いきましょう。

１２月の主な行事

元気・やる気・笑顔のＰＴＡ

今年度の進路情報

地域に感謝「マイチャレンジ」

放送設備が復旧しました


